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旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定状況住民説明会
（東町２丁目町内会）の取りまとめ

令和８年３月１５日
東川町
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開催概要

令和８年３月15日に、東町２丁目町内会主催の「旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定状況住民説明会」が開催され、
35名の方に参加いただきました。

説明会においては、町長・適疎推進課長より基本構想の策定状況を説明したうえで、町民と行政がお互いの立場を尊重し、共に知恵
を出し合うことにより、町民が主役のまちづくりを進めていくための貴重な機会として、東町２丁目町内会の皆様との対話を行いました。

開催日時 ３/15（日）1８:３０頃～１９:３０頃

開催場所 東川町農村環境改善センターホール

参加者数 ３５名
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１. 施設（倉庫）の保存・活用に関する論点

発言事項 参加者のご発言（要旨） 町の回答（要旨） 位置づけ

歴史的建物（
倉庫）の保存
範囲

歴史的建物が並ぶのは良いが、全部を残
すのは難しいのではないか。石蔵（石造り
の倉庫）が最も価値があると思うので、ぜ
ひ残してほしい。そこに費用をかける価値が
ある。

全部を残すつもりはない。北４条道路沿いは、長い赤レンガ倉庫の一つと石蔵（約
200㎡）を残すのが有力。ほかに北棟動線付の赤レンガ倉庫（約580㎡）、西３
号道路付の赤レンガ倉庫（約300㎡）を残す想定で、それ以外（16号・14号等
）は取り壊しを想定している。〔号数・面積は要確認〕

意見

２. 交通・道路・歩行者安全に関する論点

発言事項 参加者のご発言（要旨） 町の回答（要旨） 位置づけ

生活道路と車
道が交わる箇
所の危険性

倉庫で見通しが悪く非常に危険。小学生
の自転車事故もあり、自身の子も小５の
時に救急搬送された。今からでも早急に対
策してほしい。

危険な場所であるという認識に相違ない。塞ぐか否かの結論を本日出すつもりはない
が、解決策を今後相談させていただきたい。

意見

車の通り抜けの
確保

できれば車が通り抜けられるようにしてほし
い。

北４条道路は幅が狭く、人と車の通行の安全確保が課題。道路の半分を車道・半
分を歩行者用にするなどの案も一例として検討中（未定）。※町長補足で言及。

意見

通学路としての
利用と改善

東町２丁目だけでなく東町３・４丁目の
中学生も、指定はないが実際に通学路と
して利用している。整備後も状況は変わら
ないと思われるが、どう改善するのか。

北４条道路の幅の狭さへの配慮（人・車の通行の安全）と歩行者の安全確保を重
要な視点として検討する。

質問

倉庫の道路へ
の越境

概要版（2025年３月公表）12ページ
に、一部倉庫が道路境界線を越境との記
載がある。どこが越境しているのか、どう改
善するのか。全ての倉庫か一部か。

地番図上、町道用地内にレンガ倉庫の敷地・建物が入り込んでいるという意味。北４
条道路はまっすぐで、北４条側に建つ全ての建物がわずかに越境している。用地は農
協から町が取得する契約段階で、今後は町が責任を持って対応する。

質問
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３. 生活環境への配慮に関する論点

発言事項 参加者のご発言（要旨） 町の回答（要旨） 位置づけ

レンガ倉庫の
屋根からの落
雪

除雪・雪下ろしを行った後も、道路に飛び出し
て雪が落ちることがある。今まで事故はないが、
屋根の構造を今後の検討に入れてほしい。

無落雪化など、裏側（北側）に雪が落ちない方法を確実に検討しなければ解決
しない。屋根形状の変更要否も含め今後検討する。 意見

小学校方向の
案内標識の設
置

そらいろの向かい付近に自宅があるが、大きな
建物が多く小学校が見えない。高齢者が方向
を把握しづらいため、地域に小学校方向を示す
案内標識を設置してほしい。

（本発言に対する個別回答なし）

意見

４. 事業の進め方・設計者に関する論点

発言事項 参加者のご発言（要旨） 町の回答（要旨） 位置づけ

八雲町の入札
不調事例の受
け止めと設計
者との関わり

八雲町で、隈研吾氏の事務所が設計した
建物の入札が不調となり、約１億9,000
万円が失われたと最近報道された。町とし
ての率直な受け止めを伺いたい。

主因は建築単価の高騰（予定価格内での受注者がいなかったこと）で、隈デザイン
の建物は施工の手間・費用増と見られた可能性も一因と考える。町として重要なのは
、予定価格の設定時に状況を的確に把握し、不調を招かない準備ができていたかで
あり、役場側の準備も大きく影響する。
東川町で隈研吾建築都市設計事務所の実施・詳細設計により建てた建物は「家具
の家」と滞在型サテライト住宅の２件のみで、大規模施設はデザイン監修のみ・詳細
設計は地元設計会社が担った。
旧東川駅跡は基本構想のプラン作りを一部依頼したがデザインは未提示（考え方の
み）で、そのまま採用する考えはなく懇談会の議論を経て決めていく。田根剛氏には織
田コレクションの収蔵デザイン・収蔵展示を中心に依頼しており、両者への依頼内容を
町で整理し、住民の意見も踏まえてやり取りしていく。

質問
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